
資料１ 

石西礁湖自然再生推進調査専門委員会設置要綱（案） 
 
（名称） 
1. 本会は「石西礁湖自然再生推進調査専門委員会」（以下「委員会」という）と称する。 
（目的） 
2. 委員会は環境省自然環境局沖縄奄美地区自然保護事務所が実施する「石西礁湖地区自然
再生推進計画調査」のため、石西礁湖地区における自然再生及び関連事項について、技

術的・学術的見地から指導・助言を行い，「石西礁湖地区自然再生推進計画」の策定に

資することを目的とする。 
（検討事項） 
3. 委員会においては次の事項を検討する。 

（1） 石西礁湖及びその周辺海域におけるサンゴ礁生態系、その他の自然環境の現況
及び利用状況の調査手法ならびに調査結果の評価に関する事項 

（2） 石西礁湖において重点的に保全すべき海域の選定およびその保全に関する事項 
（3） 石西礁湖における自然再生の技術及び手法に関する事項 
（4） その他、委員会の目的を達するために必要な事項 

（委員会の構成） 
4. （1）委員会は、学識経験者のうちから環境省自然環境局沖縄奄美地区自然保護事務所

長（以下「事務所長」という。）より委員会の事務を請負う機関（以下「事務局」と

いう。）が委嘱する委員をもって構成する。 
（2）事務局は、必要と認める場合に事務所長と協議の上、委員会に委員以外の学識経
験者や関係機関等の参画を求めることができる。 

（座長） 
5. 委員会に座長をおき、委員の中から互選により選出する。座長は委員会の議長を務める
とともに、会務を統括する。 

（運営） 
6. 委員会の運営に関する事務は、事務局において行う。その他運営に関して必要な事項は
委員会で決定する。 

（公開） 
7. 委員会は原則として公開とする。ただし、希少種情報を含む場合など座長が必要と認め
る場合にあっては、その全部又は一部について非公開とすることができる。 

 
（附則） 
8. この規約は平成 15年 8月 22日から施行する。 



石西礁湖自然再生推進調査専門委員会 委員名簿 
 

 

 所属  専門 

委員 大見謝辰男 沖縄県衛生環境研究所赤土研究室長 土壌流出 

 岡本峰雄 東京水産大学水産学部海洋生産学科助教授 再生技術 

 鹿熊信一郎 （財）亜熱帯総合研究所研究主幹 沿岸資源管理 

 土屋 誠 琉球大学理学部海洋自然科学科教授 生態系機能学 

 灘岡和夫 東京工業大学大学院情報理工学研究科教授 沿岸環境学 

 野島 哲 九州大学大学院天草臨海実験所助教授 海洋生態学 

（五十音順・敬称略） 

 

関係行政機関 沖縄総合事務局農林水産部土地改良課 

 沖縄総合事務局開発建設部港湾計画課 

 沖縄総合事務局開発建設部石垣港湾工事事務所 

 沖縄県文化環境部自然保護課 

 石垣市企画開発部 

 石垣市農林水産部 

 石垣市都市建設部 

 竹富町商工観光課 


